
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
川
柳
（
い
つ
や
る
の

ノ
リ
で
答
え
て

仕
事
増
え
）
（
溜
ま
る
の
は

健
康
器
具
と

腹
回
り) 

（
リ
モ
コ
ン
を

妻
が
指
さ
し

俺
が
押
す
）
（
い
つ
貼
る
か

値
下
げ
ラ
ベ
ル
が

気
に
か
か
る
）

働
者
福
祉
協
議
会
、
長
岡

市
等
か
ら
共
催
や
後
援
を

受
け
て
２
部
構
成
で
開
催

し
た
も
の
。

矢
島
会
長
の
主
催
挨
拶

で
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
触

れ
、｢

労
福
協
と
し
て
セ

ミ
ナ
ー
が
持
続
可
能
な
、

誰
も
が
排
除
さ
れ
な
い
社

会
へ
の
ヒ
ン
ト
に
な
れ

ば｣

等
と
述
べ
た
。

午
前

10
時
か
ら
の
第

１
部
は
、
映
画｢

家
族
を

想
う
と
き｣

で
考
え
る
格

差
社
会
の
現
状
と
課
題
。

上
映
さ
れ
た
映
画
は
、

夫
が
家
族
を
守
ろ
う
と

ロ
ー
ン
で
購
入
し
た
自
車

で
必
死
に
荷
物
配
達
の
仕

事
を
す
る
が
、
そ
の
こ
と

が
家
族
を
引
き
裂
い
て
い

く
。
自
己
責
任
を
厳
し
い

程
に
追
求
す
る
社
会
を
描
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長
岡
地
区
労
働
者
福
祉

協
議
会
が
主
催
し
、(
一

財)

新
潟
ろ
う
き
ん
福
祉

財
団
と(

一
社)

新
潟
県
労

２
０
２
０
な
が
お
か

ワ
ー
ク
＆
ラ
イ
フ
セ
ミ

ナ

ー

が
、
２

月

27

日

(

土)

に
開
催
さ
れ
た
。

賃上げ･一時金情報、活動予定･紹介･報告、地域よもやま情報、連合中越のホームページは http://tyuuetu.net/     連合中越のメールアドレスは rengo.c@topaz.ocn.ne.jp

ン
セ
ン
・
原
信
労
組)

、

木
村
さ
ん(

Ｊ
Ａ
Ｍ
・
津

上
労
組)

、
齋
藤
さ
ん(

私

鉄
総
連
・
越
後
交
通
労

組)

が
構
成
組
織
を
代
表

し
て
表
明
。

各
組
織
の
課
題
や
状
況

は
違
え
ど
、
春
季
生
活
闘

争
を
し
っ
か
り
取
り
組
む

こ
と
を
全
参
加
者
が
確
認

し
た
集
会
で
あ
っ
た
。

を
制
限
し
て
Ｎ
Ｃ
ホ
ー
ル

で
開
催
さ
れ
た
。

矢
島
議
長
の
挨
拶
で
は

日
本
経
済
の
成
長
や
コ
ロ

ナ
禍
の
影
響
な
ど
に
触

れ
、｢

17
日
の
山
場
に
向

け
て
労
使
交
渉
・
配
分
・

そ
し
て
雇
用
を
守
り
、
働

き
方
や
長
時
間
労
働
の
是

正
、
有
給
休
暇
取
得
等
の

前
進｣

を
訴
え
た
。

次
に
、
本
年
４
月
１
日

か
ら
中
小
企
業
に
施
行
さ

れ
る｢

同
一
労
働
同
一
賃

金
の
法
規
定
の
内
容｣

と

題
し
て
、
渋
木
連
合
新
潟

副
事
務
局
長
が
ポ
イ
ン
ト

を
押
さ
え
て
コ
ン
パ
ク
ト

に
講
演
。

決
意
表
明
で
は
、
山
田

さ

ん(

自

治

労
・
県

職

労)

、
富
所
さ
ん(

Ｕ
Ａ
ゼ

数
を
半
数
以
下
等
と
し

て
、
第
１
部
は
１
３
３

人
、
第
２
部
は
１
０
２
人

の
参
加
を
得
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
は
、
社
会

的
弱
者
に
よ
り
大
き
く
の

し
か
か
っ
て
い
る
。
長
岡

地
区
労
働
者
福
祉
協
議
会

は
、
誰
も
が
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
社
会
、
連
帯
・
協

同
で
つ
く
る
安
心
・
共
生

の
福
祉
社
会
の
実
現
の
た

め
、
今
後
も
セ
ミ
ナ
ー
開

催
を
追
求
し
て
い
く
。

２
０
２
１
春
季
生
活
闘

争
勝
利
長
岡
地
区
総
決
起

集
会
が
、
３
月
５
日(

金)

午
後
６
時
か
ら
参
加
人
数

震
災
の
地
で
、
地
域
の
人

た
ち
と
と
も
に
模
索
し
な

が
ら
、
実
践
し
て
き
た

ワ
ー
カ
ー
ズ
コ
ー
プ
の
取

り
組
み
を
記
録
し
た
も

の
。江

花
氏
の
講
演
で
は
、

映
画
の
補
足
説
明
、
協
同

労
働
や
昨
年

12
月
に
成

立
し
た｢

労
働
者
協
同
組

合
法｣

等
に
つ
い
て
説

明
。
４
月
に
開
催
さ
れ
る

｢

２
０
２
１
に
い
が
た
協

同
集
会｣

等
に
つ
い
て
わ

か
り
や
す
く
講
演
さ
れ

た
。ま

た
、
渡
辺
な
が
お
か

市
民
協
働
セ
ン
タ
ー
長
か

ら
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
や
市
民
協

働
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
長
岡
の

活
動
等
に
つ
い
て
報
告
さ

れ
た
。

今
年
度
の
ワ
ー
ク
＆
ラ

イ
フ
セ
ミ
ナ
ー
は
、
コ
ロ

ナ
禍
の
中
で
、
感
染
症
拡

大
防
止
と
し
て
マ
ス
ク
着

用
、
検
温
、
手
指
消
毒
、

会
場
内
消
毒
、
新
潟
県
新

型
コ
ロ
ナ
お
知
ら
せ
シ
ス

テ
ム
へ
の
登
録
、
参
加
者

写
し
た
も
の
。

２
つ
の
支
援
団
体
の
報

告
で
は
、
荻
野
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
女
の
ス
ペ
ー
ス
・
な
が

お
か
代
表
と
山
崎
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
フ
ー
ド
バ
ン
ク
に
い

が
た
長
岡
セ
ン
タ
ー
長
か

ら
、
団
体
の
活
動
と
支
援

の
現
状
や
課
題
が
報
告
さ

れ
た
。

午
後
１
時

30
分
か
ら

は
第
２
部
。｢

協
同
労
働｣

て
な
に
？
～｢

労
働
者
協

同
組
合
法｣

で
何
が
変
わ

る
、
何
が
で
き
る
～
と
題

し
て
、
映
画｢

ｗ
ｏ
ｒ
ｋ

ｅ
ｒ
ｓ
被
災
地
に
起
つ｣

の
上
映
と
江
花
和
郎
氏
を

講
師
に
迎
え｢

労
働
者
協

同
組
合
法｣

成
立
の
講

演
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
市
民
協

働
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
長
岡
か

ら
の
報
告
。

映
画
で
は
、
東
日
本
大
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長
岡
地
区
労
働
者
福
祉
協
議
会

な
が
お
か
ワ
ー
ク
＆
ラ
イ
フ
セ
ミ
ナ
ー

春
季
生
活
闘
争

長
岡
地
区
総
決
起
集
会

コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
が
日
本
を

襲
来
し
て
か
ら
約
１
年
が
過
ぎ

た
。
様
々
な
変
化
が
起
き
て
い

る
が
、
コ
ロ
ナ
の
始
ま
り
頃
に

話
題
と
な
っ
た
「
コ
ロ
ナ
離

婚
」
。
名
前
だ
け
聞
く
と
ゾ
ッ

と
し
て
し
ま
う
が
、
夫
婦
仲
を

円
満
に
過
ご
す
た
め
に
も
女
性

脳
を
知
る
こ
と
が
有
効
で
は
な

い
か
と
思
い
、
「
妻
の
ト
リ
セ

ツ
」
と
い
う
書
籍
を
私
は
購
入

し
た
。
そ
の
中
で
ハ
ッ
と
し
た

内
容
を
１
点
だ
け
ご
紹
介
さ
せ

て
い
た
だ
く
▼
「
女
性
脳
は
目

の
前
の
問
題
解
決
の
た
め
に
、

過
去
の
関
連
記
憶
を
瞬
時
に
引

き
出
し
て
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
答

え
を
出
す
、
究
極
の
臨
機
応
変

脳
で
あ
る
」
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
な
脳
の
働
き
で

あ
る
理
由
は
子
供
を
守
る
た
め

と

さ

れ

て

お

り
、
怖

い
、
辛

い
、
ひ
ど
い
、
危
な
い
と
い
う

こ
と
に
対
し
て
、
非
常
に
敏
感

で
あ
る
よ
う
だ
。
そ
れ
ゆ
え

に
、
夫
の
無
神
経
な
発
言
や
行

動
に
は
、
一
生
残
る
記
憶
・
傷

と
な
り
か
ね
な
い
。
ま
た
、
問

題
解
決
す
る
た
め
に
は
、
瞬
時

に
過
去
の
記
憶
を
巡
ら
せ
る
こ

と
が
で
き
る
た
め
、
過
去
に
与

え
て
し
ま
っ
た
悲
し
み
な
ど
、

何
か
あ
る
た
び
に
、
繰
り
返
し

持
ち
出
さ
れ
る
と
い
っ
た
こ
と

が
あ
る
よ
う
だ
▼
皆
さ
ん
も
経

験
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
女
性
の
き
め

細
や
か
か
つ
繊
細
な
脳
と
共
に

過
ご
す
た
め
に
、
妻
が
気
付
く

多
く
の
気
配
り
に
一
つ
で
も
多

く
気
付
き
・
寄
り
添
い
・
感
謝

す
る
こ
と
が
大
事
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
そ
れ
か
、
妻
の
ス
ト

レ
ス
の
捌
け
口
と
し
て
、
全
身

で
受
け
止
め
る
覚
悟
を
す
る

か
…
の
２
択
か
も
し
れ
な
い
。 

幹事(教宣文化担当)

村越研人≪№12≫

   あたご３
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サ
ラ
リ
ー
マ
ン
川
柳
（
男
に
は

家
に
も
一
人

敵
が
居
り
）
（
婚
活
が

も
う
手
遅
れ
と

嘆
く
妻
）
（
着
ぶ
く
れ
と

偽
り
言
え
な
い

春
が
来
る
）
（
妻
が
見
る

「
き
ょ
う
の
料
理
」

明
日
も
で
ず
）
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連合小千谷支部だより

３月８日、連合小千谷支部春闘総決起集会をサンラック

小千谷にて行いました。

新型ウイルス感染

防止の観点から、各

単組役員と若干名の

参加となりました

が、連合新潟から山

崎副会長をお迎えし

て基調講演をいただ

きました。

また、第一測範労

組、ＪＰ労組から力

強い決意表明、ス

ローガンの発表、集

会アピールを採

択し、最後に須

田支部長による

団結ガンバロー

で最後の最後ま

で共に闘うこと

を 確 認 し ま し

た。

十
日
町
市
議
会
議
員
選
挙
は
、

４
月
18
日
 
公
示
・
４
月
25
日
 投
票
日

連
合
新
潟
は
支
援
し
ま
す

十
日
町
市
議
会
議
員
選
挙
予
定
候

内部討議資料

略歴

1959年   十日町市高田町生まれ
★1982年3月 新潟大学理学部化学科卒業

★1984年4月 新潟県高等学校教諭採用、直江

津 工業高等学校、新潟東工

業高等学校、津南高等学校、

塩沢商工高等学校、小千谷西

高等学校に勤務 2020年3月定

年退職

さ だ ち か

連合北魚沼支部だより

３月９日(火)、連合中越地協北魚沼支部｢春季生活闘争総

決起集会｣が、午後６時30分から小出郷福祉センターで開催

され、地協からは小林事務局長が出席した。

今回は、新型ウイルス感染防止に配慮しソーシャルディ

スタンスを保ち、単組代表者会議に準じた。

山本支部長が、春季生活闘争に関わる情勢や方針等を含

めて挨拶。各構成組織代表からは、春季生活闘争の取り組

みが述べられ共有した。このほか、新型ウイルス感染症に

より組合活動が行いにくく、組合員への還元策を如何にし

ていくか等について意見交換も行われた。

終盤では、集会アピールを登坂事務局長が提案。山本支

部長が声は抑えても気持ちを込めたガンバロウで締め括っ

た。終了後、幹事会が行われ地区メーデー等が扱われた。

連合十日町支部だより

３月12日(金)、連合中越地協十日町支部｢春季生活闘争総

決起集会｣が、午後６時30分からサンクロス十日町で開催さ

れ、地協からは小林事務局長が出席した。

庭野支部長が主催

者挨拶。

次に、小林連合新

潟事務局長が、春季

生活闘争に関して基

調 講 演。要 求 集 計

の。雇用形態間格差

に関わる判例。同一

労働同一賃金。ワー

クルール検定。連合新潟ＴＶ。４月施行の十日町市議会議

員選挙では滝沢貞親さんを推薦決定していることなどが提

起された。

各組織代表報告で

は、県 職 労、新 教

組、労金労組、電力

総連、市労連、ＪＡ

Ｍ、私鉄総連が報

告。池田ＪＡＭ宇都

宮十日町支部執行委

員長が集会アピール

を提案し、最後に庭

野支部長の一本締め  

で闘う決意を固めあった。


